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令
和
２
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
町
内
に
限
ら
ず
イ

ベ
ン
ト
や
伝
統
的
な
お
祭
り
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
窮
地
に
追
い
込
ま
れ

た
観
光
関
連
の
動
き
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
「
地
域
課
題
」
や
「
地
域
資

源
」
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
町
観
光
の
課
題
で
あ
る
「
Ｐ
Ｒ
不
足
」
と
「
長
期
滞
在
し
て
頂
く
仕
組
み
が
な
い

こ
と
」
を
解
決
で
き
る
地
域
資
源
の
１
つ
と
し
て
、町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
三
重
塔
」

を
中
心
と
し
た
、
歴
史
公
園
一
帯
と
捉
え
、
事
業
開
催
に
向
け
０
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
考
古
資
料
館
で
の
体
験
や
見
学
、
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り
等
季
節
ご
と
の
花

を
愛
で
る
方
は
多
い
も
の
の
、
日
中
の
利
用
が
大
き
く
、
滞
在
時
間
も
長
く
な
い
状
況

で
し
た
。
そ
の
中
で
、
か
ね
て
か
ら
行
っ
て
い
た
三
重
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
反
響
が
非

常
に
よ
く
、
公
園
一
帯
に
範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
中
か
ら
夜
に
か
け
て
町
の

周
遊
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を
込
め
、
企
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

安
全
面
や
入
れ
込
み
数
等
不
確
定
要
素
が
多
く
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
助
言
を

頂
き
、
ご
協
力
頂
き
な
が
ら
や
っ
と
の
こ
と
で
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
春
の
開
催
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
現
在
で
は
、
高
畠
の
代
表
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
２
日
間
の
開
催
で
数
千
人
の
方
に
足
を
運
ん
で
頂
い
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
も
取
り
上
げ
て
頂
き
、
開
催
後
の
副
次
的
な
Ｐ
Ｒ
の
仕
組
み
も
徐
々
に
で
き
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
や
郷
土
資
料
館
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
道
の
駅
売
店
の
時
間
延
長
等
々
公
園
を
中
心
に
し
た
事
業
の
広
が
り
も
大
き

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
進
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
度
イ
ベ
ン
ト
に
来
た
こ
と
が
あ
る
方
も
、
ま
だ
来
た
こ
と
が
な
い
方
も
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
度
で
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

特
に
お
す
す
め
の
楽
し
み
方
は
、
季
節
ご
と
に
変
わ
る
公
園
の
景
色
を
楽
し
ん
で
頂

き
、
日
中
と
は
雰
囲
気
が
一
変
す
る
当
イ
ベ
ン
ト
に
来
て
頂
く
こ
と
で
す
！
！
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催
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当
館
で
は
、
年
間
を
通
し

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

は
、
大
人
の
自
由
研
究
「
カ

ラ
ム
シ
か
ら
繊
維
を
と
ろ

う
」
と
、
そ
し
て
そ
の
繊
維

を
使
っ
た
「
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
ろ
う
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
７
月
に
カ
ラ
ム
シ

か
ら
繊
維
を
と
る
イ
ベ
ン
ト

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

材
料
は
当
館
学
芸
員
伊
藤

の
実
家
（
長
井
市
伊
佐
沢
地

区
）
で
栽
培
し
て
い
る
カ
ラ

ム
シ
を
使
用
し
ま
す
。
ま
ず

は
表
皮
を
剥
が
し
や
す
く
す

る
為
に
水
に
つ
け
ま
す
。

　

特
別
テ
ー
マ
展

特
別
テ
ー
マ
展

　
　
　
　

令
和
令
和
4
年
6
月
1111
日(

土)

～
9
月
4
日(

日)

　

う
き
た
む
考
古
資
料
館　

イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

「高
瀬
山
の
考
古
学
Ⅰ　

旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
」

　

「高
瀬
山
の
考
古
学
Ⅰ　

旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
」

　

二
五
万
平
米
を
越
え
る
膨

大
な
面
積
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
高
瀬
山
遺
跡
で
は
旧

石
器
時
代
か
ら
中
世
ま
で
の

遺
構
や
遺
物
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
旧
石
器

か
ら
縄
文
時
代
の
成
果
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

序
章
で
は
高
瀬
山
遺
跡
の

調
査
区
の
平
面
図
と
調
査
経

過
を
表
の
パ
ネ
ル
で
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

第
一
章　
「
旧
石
器
時
代

の
高
瀬
山
」
で
は
１
期
調
査

区
と
Ｈ
Ｏ
３
期
調
査
区
か
ら

出
土
し
た
五
九
点
の
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
１
期
調

査
区
で
は
層
位
の
異
な
る
３

時
期
の
石
器
を
層
位
毎
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｏ
３
期

調
査
区
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
は
、
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形

石
器
と
神
山
型
彫
刻
刀
形
石

器
、
多
数
の
石
刃
が
接
合
す

る
石
器
群
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

第
二
章　
「
縄
文
時
代

早
・
前
期
の
高
瀬
山
」
で
は

五
五
点
の
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
Ｈ
Ｏ
１
期
調
査
区

と
１
期
調
査
区
の
貝
殻
文
や

条
痕
文
を
持
つ
早
期
の
土
器

片
、
前
期
中
葉
・
後
葉
の

土
器
片
に
続
き
、
１
期
調
査

区
の
前
期
後
葉
の
大
木
５
ｂ

式
、
大
木
６
式
１
期
・
２
期
・

３
期
の
球
胴
形
深
鉢
や
長
胴

形
深
鉢
な
ど
の
完
形
土
器
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
章　
「
縄
文
時
代
中

期
の
高
瀬
山
」
で
は
二
五
点

の
土
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
Ｈ
Ｏ
３
期
調
査
区
の
中

期
初
頭
五
領
ヶ
台
１
・
２
式

に
併
行
す
る
土
器
、
Ｈ
Ｏ
１

期
調
査
区
の
中
葉
大
木
８
ａ

　

次
に
皮

を
剥
ぎ
、

最
後
に
道

具
を
使
っ

て
表
面
を

こ
す
り
落

と
し
て
繊

維
を
と
る

「

苧

引

式
、
１
期
調
査
区
の
大
木
８

ｂ
式
、
９
式
土
器
、
Ｓ
Ａ
調

査
区
、
Ｈ
Ｏ
１
期
・
３
期
調

査
区
の
中
期
末
葉
の
10
式
土

器
な
ど
で
す
。

　

第
四
章　
「
高
瀬
山
の
土

偶
・
岩
板
」
で
は
１
期
調
査

区
か
ら
出
土
し
た
県
内
最
古

の
土
偶
六
点
、
と
Ｈ
０
１
期

調
査
区
の
後
・
晩
期
と
考
え

ら
れ
る
土
偶
と
岩
板
、
合
計

二
七
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

第
五
章　
「
高
瀬
山
１
期

の
石
器
」
で
は
一
三
四
一
号

住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
一
括

性
の
高
い
縄
文
時
代
前
期
後

葉
の
打
製
石
器
と
礫
石
器
と

磨
製
石
斧
な
ど
一
四
四
点
を

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

き
」
と
い
う
一
番
重
要
な
工

程
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
自
然
の
色
の
繊
維

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
12
月
に
は
そ
の
繊

維
を
使
っ
て
ミ
ニ
織
機
や
ア

ン
ギ
ン
編
み
で
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
り
ま
す
。

　

畳
の
よ

う
に
少
し

み
ど
り
が

か
っ
た

色
、
濃
い

目
の
茶

色
、
薄
い

ベ
ー
ジ
ュ

だ
っ
た
り
と
様
々
な
色
の
繊

維
を
自
分
な
り
に
組
み
合
わ

せ
て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

自
分
で
作
っ
た
コ
ー
ス

タ
ー
に
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、

ビ
ー
ル
等
の
好
き
な
飲
み
物

を
乗
せ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
お
家
時
間
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。



　

西
ノ
前
遺
跡
出
土
の
土
偶

（
縄
文
の
女
神
）
の
国
宝
指

定
十
周
年
に
協
賛
し
、
最
上

地
域
の
縄
文
時
代
の
調
査
成

果
を
展
示
し
ま
す
。

　

同
じ
時
期
に
県
立
博
物
館

で
土
偶
を
中
心
と
し
た
展
示

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
館
で

は
、
土
器
や
石
器
を
中
心
と

し
た
展
示
と
な
り
ま
す
。

　

最
上
地
域
で
は
こ
れ
ま
で

の
発
掘
調
査
で
縄
文
時
代
草

創
期
の
土
器
や
石
器
は
出
土

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
早

期
や
前
期
の
遺
物
も
少
な
い

の
で
す
が
、
中
期
に
入
る
と

多
く
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
出
土
品
も
多
く
、

後
期
・
晩
期
の
遺
跡
の
調
査

で
も
多
く
の
遺
物
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
早
期
か

ら
晩
期
の
下
記
の
遺
跡
の
資

料
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

早
期
の
出
土
品
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
庄
市
仁

間
磯
ノ
沢
遺
跡
、
福
田
山
Ａ

遺
跡
、
真
室
川
町
滝
ノ
沢
山

遺
跡
の
土
器
片
や
新
庄
市
外

久
保
遺
跡
の
石
器
な
ど
を
展

示
す
る
予
定
で
す
。

　

前
期
の
出
土
品
も
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
庄
市
福

田
山
Ａ
遺
跡
、
仁
間
磯
ノ
沢

Ｂ
遺
跡
、
最
上
町
水
上
遺

跡
、
金
山
町
太
郎
水
野
１
遺

跡
、
真
室
川
町
滝
ノ
沢
山
遺

跡
、
大
蔵
村
上
竹
野
遺
跡
の

第
30
回
企
画
展

　
「
最
上
地
域
の
縄
文
時
代
」

令
和
4
年
9
月
10
日(

土)

〜
12
月
4
日(

日)

　

催
し
物
の
ご
案
内

　
　
　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
興
味
の
あ
る
も
の
が

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
館
長
講
座　
　
　
　
　
　
　

7
月
3
・
10
日

（日）

◇
大
人
の
自
由
研
究
①　
　
　

7
月
16
日

（土）

◇
勾
玉
・
弓
矢
・
石
器
を
つ
く
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
月
9
日

（土）
・
11
月
3
日

（祝）

◇
第
30
回
企
画
展　
　
　
　
　

9
月
10
日

（土）
〜
12
月
4
日

（日）

◇
第
24
期
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

9
月
25
日
・
10
月
2
日
・
9
日

（日）

◇
秋
の
遺
跡
め
ぐ
り　
　
　
　

10
月
16
日

（日）

◇
企
画
展
記
念
講
演
会　

    　

11
月
13
日

（日）

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
！　

11
月
26
日

（土）

◇
コ
ー
ス
タ
ー
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う　

12
月
3
日

（土）　

◇
大
人
の
自
由
研
究
②　
　
　

12
月
4
日

（日）
・
12
月
11
日

（日）

　　
　

※
す
べ
て
、
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

出
土
品
か
ら
展
示
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

中
期
に
入
る
と
調
査
遺
跡

の
数
も
多
く
、
重
要
文
化
財

の
最
上
町
の
水
木
田
遺
跡
の

出
土
品
を
始
め
、
同
じ
く
最

上
町
の
か
っ
ぱ
遺
跡
、
水
上

遺
跡
、
縄
文
の
女
神
が
出
土

し
た
舟
形
町
西
ノ
前
遺
跡
、

新
庄
市
中
川
原
Ｃ
遺
跡
、
立

泉
川
遺
跡
、
鮭
川
村
小
反
遺

跡
、
真
室
川
町
釜
淵
Ｃ
遺

跡
、
中
台
４
、５
遺
跡
、
金

山
町
太
郎
水
野
２
遺
跡
、
下

中
田
遺
跡
、
大
蔵
村
上
竹
野

遺
跡
出
土
の
土
器
や
石
器
が

展
示
候
補
と
な
り
ま
す
。

　

後
期
で
は
最
上
町
水
上
遺

跡
、
か
っ
ぱ
遺
跡
、
新
庄
市

立
泉
川
遺
跡
、
戸
沢
村
津
谷

遺
跡
、
大
蔵
村
上
竹
野
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
資
料
を
展
示

す
る
予
定
で
す
。

　

晩
期
で
は
最
上
町
げ
ん
だ

い
遺
跡
、
材
木
遺
跡
、
真
室

川
町
釜
淵
Ｃ
遺
跡
、
大
蔵
村

上
竹
野
遺
跡
の
出
土
品
を
展

示
予
定
で
す
が
、
材
木
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
ヒ
ス
イ
に
似

た
緑
色
石
英
の
玉
類
や
そ
の

関
連
資
料
の
研
究
成
果
、
最

上
地
域
か
ら
出
土
し
た
特
殊

な
石
斧
も
展
示
し
ま
す
。

　

現
在
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
ご
期
待
下

さ
い
。

▲展示予定

　水木田遺跡土器



置賜史跡めぐり（53）  
熊
野
大
社　

熊
野
大
社　

南
陽
市
宮
内
●
伝　

奈
良
時
代
～

南
陽
市
宮
内
●
伝　

奈
良
時
代
～

　

今
回
の
置
賜
の
史
跡
め
ぐ
り

は
、
日
本
三
熊
野
の
一
つ
、
南
陽

市
宮
内
に
あ
る
熊
野
大
社
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

南
陽
市
の
熊
野
大
社
の
創
建
の

年
代
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、社
伝
に
よ
る
と
、

大
同
元
年
（
八
〇
六
）
平
城
天
皇

の
勅
命
に
よ
り
紀
伊
国
の
熊
野
権

現
の
勧
請
を
受
け
て
再
建
さ
れ
た

と
い
う
の
が
、
最
古
の
記
録
と
し

て
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ

か
ら
推
定
し
、
奈
良
時
代
の
国
分

寺
が
建
立
さ
れ
る
頃
に
は
既
に
社

殿
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後

は
、
天
台
宗
・
真
言
宗
・
羽
黒
修

験
道
・
神
道
の
四
派
を
習
合
す
る

形
と
な
り
、
東
北
に
お
け
る
熊
野

信
仰
の
一
大
霊
場
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
現
存
す
る
拝
殿
は
県
内

で
最
古
の
茅
葺
屋
根
の
建
築
で
あ

り
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に

再
建
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
創
建
年
代
は
そ
れ
よ
り
も
遡

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ご
祭
神
は
、
伊
弉
諾
命
・
伊
弉

冉
命
で
す
。
日
本
で
最
初
に
結
ば

れ
た
神
様
を
お
祭
り
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
縁
結
び
の
神
社
と
し
て

も
有
名
で
す
。

　

ま
た
、
本
殿
裏
に
あ
る
彫
刻
に

は
三
羽
の
う
さ
ぎ
の
隠
し
彫
り
が

あ
り
、
三
羽
全
て
を
見
つ
け
る
と

願
い
事
が
叶
う
、
幸
せ
に
な
れ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
時
期
に
は
、
風
の
音
風
鈴
と

い
う
風
鈴
を
奉
納
す
る
行
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
願
い
事
を
託
し
た
風
鈴

が
境
内
に
飾
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
か

な
で
と
い
う
こ
の
時
期
だ
け
の
特
別

な
神
事
も
行
わ
れ
て
お
り
、
参
加
し

た
人
に
は
風
鈴
と
限
定
の
お
守
り
が

い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。
境
内
に
た

く
さ
ん
の
風
鈴
が
並
ぶ
様
子
は
と
て

も
涼
し
げ
で
す
。
皆
様
も
是
非
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲社殿

　

南
陽
市
に
あ
る
月
ノ
木
Ｂ
遺
跡

は
、
白
竜
湖
の
北
、
大
谷
地
に
面
す

る
山
の
斜
面
に
位
置
す
る
遺
跡
で

す
。
国
道
13
号
米
沢
・
南
陽
道
路
建

設
工
事
に
伴
い
、
昭
和
六
十
二
年
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
早

期
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
の
石
器

▲うさぎの隠し彫り

▲境内に並ぶ風鈴

　
　

縄
文
時
代
早
期　

●
南
陽
市　

月
ノ
木
Ｂ
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
47
）

月
ノ
木
Ｂ
遺
跡
の
石
器

と
土
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

大
谷
地
に
接
す
る
月
ノ
木
Ｂ
遺
跡
は
、
湖
畔
に
季
節
的
に
飛
来

す
る
渡
り
鳥
の
狩
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、石
器
に
占
め
る「
石

鏃
」
の
割
合
が
極
め
て
高
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
矢

の
先
端
に
つ
け
て
矢
じ
り
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
石
鏃
」
は
、
二

等
辺
三
角
形
の
シ
ン
プ
ル
な
形
の
も
の
、
底
辺
に
抉
り
の
あ
る
も

の
、
有
茎
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
大
き
さ
も
様
々
で
す
。
そ
の
他

に
も
、木
や
骨
を
加
工
し
た
り
、皮
を
な
め
し
た
り
す
る
「
石
箆
」、

も
の
を
切
っ
た
り
削
っ
た
り
す
る
「
削
器
」、
物
に
穴
を
あ
け
る

な
ど
の
用
途
に
使
わ
れ
た
「
石
錐
」、
携
帯
用
の
ナ
イ
フ
の
よ
う

な
役
割
を
す
る
「
石
匙
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
石
器
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
当
館
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、

多
様
な
石
器
の
違
い
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▲ 様々な形の石鏃

▲石錐


